
別記様式

議会報告会実施報告書

開催日時
平成 30年 11 月 11 日

15 時～16 時 30 分
開催会場 広見地区センター

出席議員
澤野 伸、伊藤 壽、大平伸二、勝野正規、天羽良明

酒井正司、川上文浩、中村 悟、伊藤健二

班長 中村 悟

参加者数 ４人

実施内容
平成 29 年度決算報告とテーマを中心とした意見交換

質疑および

主な意見等

＜１グループ＞ 報告者 川上文浩 記録者 中村 悟

テーマ「災害への備え」

「総務企画委員会所管分」

・防災無線が聞こえにくいため対応を要望したが何もしていない

消防費の防災行政無線整備事業の１，５００万円は何に使ったのか。

新しい伝達方法等対策を取るべきだ

・発災時の要支援者名簿の取扱いについて

プライバシー保護の観点から名簿の開示には制限があり実際には

役に立たない。「誰が、いつ開示の指示をするのか」システムを決めて

おかないと役に立たない

名簿が自治会以外にもあるのなら自治会で持つ必要がない

避難者が自治会員以外の人もいるのに自治会で責任を持つのはおかし

い

・情報伝達の方法について

スマホや携帯電話は充電が切れたりする。防災ラジオの貸与はできない

か

各個人が情報入手方法を積極的に考えないとだめ。

「事前自助」の推進が必要

・ハザードマップについて

複合的、広域的なマップをつくってほしい



『建設市民委員会所管分』

・自治会加入率の低下について

他自治会の様子を聞いて対策を聞きたかった

広報の配布がなくなると益々自治会員の触れ合いがなくなる

・愛知用水が決壊したらどうなるのか。情報がほしい

・消費税アップに対する市、議会の取組みは

『教育福祉委員会所管分』

・福祉センターの料金について

光熱費は実費支払なのに取っていない。守れない条例は訂正すべき

平成 30年 11 月 12 日

可児市議会議長 様

可児市議会報告会開催要領の規定により提出します。

議会報告会 広見会場 班長 中村 悟


